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新生日立ソリューションズに向けて

日立ソフトと日立システムが10月１日付けで合併し、日立ソリューションズが発足！日立ソフトと日立システムが合併し、新生「日立ソリューションズ」として始動！

新生日立ソリュ ションズに向けて

概要文 全角１２１文字Ｎｅｗｓ
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吹奏楽団が品川区民芸術祭にてオープニング演奏

ソニー・エルエスアイ・デザイン㈱殿より感謝状を拝受

「私たちは『日立精神』の下に、確かな技術と先進ソリューションの提供を通じ、お客様と地球環境の発展に貢献する」を企業理念に

掲げ、IT業界のトップ企業となるべく、新しい社会インフラやビジネスモデルの実現をめざすお客様にワンストップサービスを提供します。

■企業理念

「私たちは『日立精神』※の下に 確かな技術と先進ソ

シナジー効果を最大化し、国内有数のIT企業へ

新生日立ソリューションズに向けて

「私たちは『日立精神』※の下に、確かな技術と先進ソュー

ションの提供を通じ、お客様と地球環境の発展に貢献する」

※日立創業の精神である、「和」「誠」、「開拓者精神」の３つの精神です。

■企業データ

（１）国内拠点

品川シーサイド本社

日立ソフトウェアエンジニアリング㈱と㈱日立システムアン

ドサービスは、2010年10月1日をもって合併し、新生「株式会

社日立ソリ シ ンズ」としてスタ トを切ることになりました
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社日立ソリューションズ」としてスタートを切ることになりました。

合併を決断したのは、

（１）IT業界トップグループの経営基盤、陣容となること

（２）ビジネス上の補完関係による大きなシナジー効果

（３）企業文化が近いこと

北日本事業所 北陸事業所 九州事業所

（２）海外現地法人/連携部門

Hitachi Solutions America, Ltd.
（アメリカ）

Hitachi Solutions Europe AG
（ドイツ）

Hitachi Solutions Europe S.A.S
（フランス）

Hitachi Solutions Europe Ltd.
（イギリス）

Cambridge Hitachisoft Educational 日立信息系統（上海）有限公司
（４）グローバルおよび国内拠点にて補完関係があること

以上が主な理由となります。当社は、この度の合併により、社

員数が１万人を超え、IT業界でもトップクラスの規模となりま

した。また、情報処理資格取得者数では、業界トップクラスと

なっています。新会社では、１＋１を２プラスアルファにすべく （４）業績 (2010年3月期、合併前の各社の連結業績を示しています。)

Cambridge Hitachisoft Educational 
Solutions Plc. （イギリス）

日立信息系統（上海）有限公司
北京分公司系統解決方案統括本部

（３）従業員数 (2010年10月1日現在、単独)

職種 SE・開発 営業 管理部門 合計

社員数 8,917名 834名 636名 10,387名
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両社のシナジー効果を最大限に発揮し、「日立ソリューショ

ンズ」として持続的成長を目指していきます。

本号では日立ソリューションズの特長について紹介します。

1

売上高 経常利益 当期純利益

日立ソフト 144,842百万円 8,774百万円 4,283百万円

日立システム 115,959百万円 6,494百万円 3,199百万円
*その他の企業情報はP4の下半分をご参照ください



■日立ソリューションズの注力分野

ここでは、市場の拡大が期待され、日立ソリューションズが

今後注力していく４つの分野を紹介します。今後注力していく４つの分野を紹介します。

（１）ワンストップサービスを提供

コンサルティングから設計、開発、保守・運用まで、システ

ム構築のライフサイクルを一括してサポートするワンストップ

サービスを拡大します。これまで培ってきた豊富な実績の下、

幅広い製品・サービスの品揃えを強みに、お客様の視点で

最適なソリューションを提供します。（図１）

図２：クラウドコンピューティングの展開例

（３）グローバル事業の展開

グローバル事業では、米国・欧州・中国の３大拠点体制と

なり、さらにベトナムなどの拠点も利用し、現地法人のシステ

ム構築や海外市場に向けた製品・サービスの提供を加速し

ていきます。現在は、①電子黒板「StarBoard」を中心に、ラ

イフサイエンス、衛星画像、ストレージプロダクト、組み込み

向けミドルソフトなどの製品・サービス提供、②日系現地法人

向けシステム構築、③アライアンスパートナーの開拓、を中

心に展開しています。中国ビジネスも、日系現地法人向けの

SIサービスなどを中心に拡大していきます。今後はこれらの

（２）クラウドコンピューティングの拡大

クラウド型統制ＩＴ基盤提供サービス「SecureOnline」などを

サービス基盤として、PaaS/SaaSビジネスを拡大していきます。

また これまでのシステム構築やパッケージ開発の経験で

図１：ワンストップサービスの特長

既存事業を更に拡大するとともに、新規市場の開拓を積極

的に推進していきます。（図３）

また、これまでのシステム構築やパッケ ジ開発の経験で

培ったナレッジを活かし、現存する企業システムとのスムー

ズな連携を実現するなど、お客様のビジネスに適したクラウド

コンピューティング環境を提供します。（図２）
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図３：グローバル拠点と注力事業



（４）社会イノベーション事業への進出

今後、都市への人口集中や高齢化社会、環境への配慮

などを背景に、社会インフラの整備のニーズが高まることが

■日立ソリューションズの事業領域

日立ソリューションズが提供するソリューションを５つの領域に

体系化し、お客様が抱える課題解決に向けた最適なソリュー

予想されます。新たな社会インフラは、高付加価値で低環

境負荷であることを求められており、ITと融合することで実現

していくことが期待できます。当社は地図情報システム

「GeoMation」、組み込みソフト開発のノウハウ、電力・ガス会

社など社会インフラ向けの開発実績などがあり、今注目され

ションを提供していきます。（図５）

（１）ITガバナンスソリューション

当社は、企業価値向上を「IT戦略」「プロセス改革」「経営判

断」「統制管理」の４ステージに分け、それぞれに最適なソリ

ューションを提供することで ITの戦略立案から全社的なITガ
ているスマートグリッドなどへの対応を強化していきます。さら

に、電力や交通などさまざまな分野で社会インフラを提供し

てきた日立グループ各社とともに、ITの分野から新しい社会

インフラ作りに取り組み、社会イノベーションを推進していき

ます。（図４）

ューションを提供することで、ITの戦略立案から全社的なITガ

バナンスの実現までをトータルに支援します。コンテンツ運用

支援ソリューション「MEANS」とドキュメントワークソューション

「ラビニティOne」は複合ソリューションとして連携しています。

（２）システム開発・運用管理ソリューション
ます。（図４）

数多くの大規模かつミッションクリティカルなシステム開発で

培った技術・ノウハウ、オフショア活用によるコス削減の実績、

さらに国際標準への対応を含めたグローバル化などを活かし、

多岐にわたる課題に対応したソリューションを提供します。日

本オラクル、マイクロソフトなど他社との強固な協業体制による

図４：キャプション［HGPゴシックM 10ｐｔ］
サービスも当社の強みです。

（３）セキュリティソリューション

当社では、情報セキュリティマネジメントの構築や、セキュリ

ティポリシー策定に向けたコンサルティングだけでなく、ID統合

管理 リ 指静脈認証 と た物理セキ リ

図４：社会イノベーション事業

管理ソリューション、指静脈認証システムといった物理セキュリ

ティシステム、さらにセキュリティマネジメントまで、企業の情報

セキュリティの全ライフサイクルをカバーしています。Juniper 

Networks製品、情報漏洩防止ソリューション「秘文」などでセ

キュリティシステム構築を支援します。
図４ 社会イノ ション事業
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図５：日立ソリューションズの事業領域



当社の最新およびこれまでのニュースの詳細は、当社ホームページのニュースリリース

http://www.hitachi-solutions.co.jp/company/press/にてご覧頂けます

最近のニュースリリース

■日立建機の中国・アジア新興国へのクラウド型CRMシステムの導入を日立ソリューションズが支援
日立建機が「Hi-STEP」の全面導入 定着化を完了し 日立ソリューションズが本システムの導入・運用支援を行いました

■組み込みデータベース「Entier」がパナソニックのポータブルSDトラベルナビゲーション「旅ナビ」で採用
「ガイドブック」機能などの開発で必要となる複雑なデータ管理を、「Entier」のシンプルなインターフェースで実装することができ、新機能の追加を短期間に低コストで

実現しました。

■次世代型ファイアウォール「Palo Alto Networks PAシリーズ」の認定教育を開始
Palo Alto Networks社からの認定を受けた講師が、「PAシリーズ」の製品概要、実機を利用したファイアウォールやVPN構築方法などのカリキュラムを実施します。

ＴＯＰＩＣＳ

8月21日、品川区大井町 きゅりあんにて品川区民芸術祭2010の

オープニングセレモニーが開催され、日立ソリューションズ吹奏楽団が

吹奏楽団が品川区民芸術祭にてオープニング演奏

お知らせ

10月４日、ソニー・エルエスアイ・デザイン

株式会社殿の「MQMS-BPLプロジェクト」

ソニー・エルエスアイ・デザイン㈱殿より感謝状を拝受

日立建機が「Hi STEP」の全面導入、定着化を完了し、日立ソリュ ションズが本システムの導入 運用支援を行いました。

開会式のオープニングを飾りました。品川区民芸術祭は、区民が文化

芸術に触れる機会、また、日頃の活動の成果を披露する場として、品

川区と（財）品川文化振興事業団が主催するもので、今回が初開催と

なります。吹奏楽団はきゅりあんでの定期演奏会やオーバルガーデン

コンサートなどを通して地域の方々にも楽しんでいただけるような演奏

会にも力を入れ、近隣の東海中学校吹奏楽部とも合同演奏を行うな

ど交流を図ってきました。これらの活動により、第一回品川区民芸術

で、海外オフショア委託管理に必要なスキル

を効率良く習得するためのシステムにおいて

品質の高さが評価され、感謝状をいただきま

した。

祭のオープニング演奏を務めることとなりました。当日は、きゅりあん大

ホールにて３曲を演奏し、芸術祭のスタートを高らかに告げました。

商 号

本社事務所

設立年月日

従業員数

事業内容

株式会社 日立ソリューションズ

品川シ－サイド本社 〒１４０－０００２ 東京都品川区東品川四丁目１２番７号

品川港南本社 〒１０８－８２５０ 東京都港区港南二丁目１８番１号

Ｔｅｌ：０３－５７８０－２１１１（大代表）

１９７０年９月２１日

１３，２４１名（連結）、１０，３８７名（単独）（２０１０年１０月１日現在）

業務 サルテ グ IT サルテ グ シ テム設計 保守 シ テム運用 シ テム開発のライ サイクルを 括して事業内容

主要製品

ソフトウェア開発/

調達の指標

主な子会社および

業務コンサルティング、ITコンサルティング、システム設計、保守、システム運用、システム開発のライフサイクルを一括して

サポートするワンストップサービスを提供

機密情報漏洩防止ソリューション「秘文」､就業管理システム「リシテア」、指静脈認証システム「静紋」

Juniper Networks製品、電子ドキュメントトータルソリューション「活文」、インタラクティブ電子ボード「ＳｔａｒＢｏａｒｄ」

相互運用型地図情報システム「ＧｅｏＭａｔｉｏｎ」 統制IT基盤提供サービス「SecureOnline」 JP１ソリューションサービス 他

ISO９００１、ISO14001、ISO27001
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主な子会社および

関連会社
日立ビジネスソリューション（株）、（株）日立システムバリュー、日立ソフトシステムデザイン（株）

キャブカード＆サービス（株）、（株）アイネス、 （株）ビジネスブレイン太田昭和、（株）DACS

ニュースレター、転載、取材に関するお問い合わせ
Ｔｅｌ：03-5479-5013 [広報・宣伝部：柴田、廣納]
Ｅ‐ｍａｉｌ：koho@hitachi-solutions.com

＊ 記載されている会社および製品名は各社の商標または登録商標です。

発行日 ２０１０年１０月１８日

Copyright © 2010 Hitachi Solutions Co., Ltd.


